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はじめに
ステージⅠ、Ⅱ - ①、Ⅱ - ②、Ⅲ、Ⅳに職員を分けて
定期的な研修を開催している。常勤職員の参加はでき
ている。非常勤職員は希望した職員のみステージ研
修に参加している。他の非常勤は勤務時間内での研
修に参加している。研修後に振り返りを実施してい
るが、研修の内容に関しての振り返りがメインであっ
た。

研究目的・PRポイント
研修を実施することで、主任、副主任のスキルアッ
プを目標として行ってきた。主任、副主任は介護職
員として身体介助とは別に職員の育成、指導を担っ
ていく必要がある為、その機会として研修を通して
学びを深めていく。

取り組んだ課題
約 1 年 6 か月研修を実施している主任、副主任がど
のような事を感じているのか。ステージ研修に参加
した職員が学んだ事をフロアの中で活かせているの
か確認していく。

具体的な取り組み
ステージⅠは年 6 回。ステージⅡ - ①、Ⅱ - ②、Ⅳは
年 4 回。ステージⅢは年 5 回の研修を実施している。
各担当は主任、副主任の 2 名。参加出来なかった職
員に対してはレポートの提出を依頼している。担当
に対して（合計 9 名）にアンケートを実施して回答
をしてもらった。

活動の成果と評価
多かった意見は研修資料の準備が大変で負担になっ
ている。勤務時間内で作成できない為、時間外や休日
に作成しているという意見も多かった。勉強会の実施
に関しては学びの機会として必要なので継続してい
くべきという意見もあった。研修を担当する職員のス
キルに個人差があり、年間を通した研修内容や上下
のステージを意識した作りにはなっておらず、一回
一回をこなすだけになっているという意見もあった。

研修を実施するなかで外国人と、日本人が同じスペー
スで研修を受けているが、日本語の理解度が違う為、
外国人に合わせた話すスピード、研修のペースにな
りがちなのも問題だという意見もあった。
実施する側はやる意味を感じていたが、参加者はテー
マや問題を理解できていたか疑問が残った。本人の
知識や理解度、勤務時間内の実施が出来ない事も参
加者の負担になっていたのではないか。今回は時間
がなく参加職員にアンケートを実施することはでき
なかったが、今後は参加職員の感じていることも把
握していく必要があると思いました。
ステージⅢは介護過程の展開を PP にまとめて発表す
ることで評価をする事ができている。その他のステー
ジでは評価する内容が無い為、一年間経過したら次の
ステージに上がっている事が多くみられている。勉
強会に参加してもフロアで取り組みを見える形で行
える職員が少ない。それは職員がそのレベルに達し
ていないのではないか、又は課題の出し方に問題が
あるのではないか。また、職員の知識や資格以前に
社会人としても基礎が出来ていない方も見られてい
るので、まずはそこから教えていく必要があるので
はないかという結論になった。

今後の課題
社会人基礎力の定義（3 つの視点、3 つの能力、12
の能力要素）というものがあります。介護の知識も必
要ですが、自分がどの能力が欠けているかを自覚す
ることから始める必要があると思います。また、今
年度のステージ振り分けは研修担当の意見を聞き取
りを行うとともに現状に見合った内容にできるよう
に研修内容も担当者の意見を取り入れるための話し
合いの機会を設けました。この評価は今後も改善を
加えながら継続していく予定です。
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